
部局名 医学部整形外科学教室

取り組み 宮崎県少年野球検診

概 要
野球は国民的スポーツですが、栄光の影に多くの子どもたちが肩や肘な

どを痛めてしまい、大好きな野球を続けることができなくなっているケー
スが多くあります。日本臨床スポーツ医学会が「野球障害予防ガイドライ
ン」を発表するなど、投球障害などの予防に向けた機運は高まっています
が、まだまだ不十分であると考えられます。
そこで、宮崎大学医学部整形外科講座では、2010年より、年に1回少年

野球検診を実施し、スポーツ整形外科医を含む医療関係者が指導者や両親
とより緊密な連携をとることで、肩や肘などの故障防止につなげています。

直近の検診状況

2024年度：受診者486名（93名が二次検診を受診）

2023年度：受診者465名（85名が二次検診を受診）

2020～2022はCOVID19の影響で規模を縮小したものの、15年間で約
6500人の検診を実施。

担当：長澤誠

【指導者からの声】
痛みがある選手もない選手も、年に1回診てもらえるのが大変ありがたい。継続し
てもらいたい。

【保護者からの声】
実際に参加して、検診・ストレッチの重要性が良くわかりました。


